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第４０４回白石市議会定例会 一般質問通告書

順位 質問者（方式） 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

１ ７番 １．水道事業について 市 長

平 間 知 一 ①水道管の老朽化・耐震化などの施設整備について

（一括質問一括 水道事業は拡張から維持管理の時代を迎え、市街地

答弁） 中心部の配水管の大半は昭和２７年～昭和３０年に布

設された管であり、４０年の耐用年数も過ぎています。

このことから、配水管の老朽化の更新や耐震化によ

る布設替えなどで費用の増が見込まれています。水道

管の管路、配水池などの施設での耐震化率はどうなっ

ていますか。

また、近年の給水人口の減少や節水型社会への移行

により収入も減少しており、平成１８～２１年度の４

年間は赤字決算であることから、平成２２年４月より

使用料の改定を行っています。

それにより、繰越利益剰余金が年々増加傾向となっ

ています。また、２３年度の決算では過年度損益勘定

留保資金３３１万円も確保されています。

そこで、耐震化にむけた年次計画では緊急度の高い

布設替え２１．５ｋｍを計画的に更新し、平成２６年

度以降は１，２００メートル前後の工事を行なってい

くとのことです。この年次計画では約１８年間の年月

がかかる計算になります。

年々増加傾向の利益剰余金（減債積立金・建設改良

積立金も含む）を有効に活用し、年次計画よりスピー

ドを速めるとか、企業債の元利償還金の一部を一般会

計で負担するとかして、年次計画を速める必要がある

と考えますが、お伺いします。

②「災害時協力井戸」登録制度の導入について 市 長

災害時に家庭や企業の井戸を生活用水として提供し

てもらう制度が全国の自治体に広がっているとのこと

です。その大半の自治体は事前に水質を検査し、食器

を洗ったり、入浴に使ったりしても問題ないことを確

認し、井戸の近くにプレートやステッカーを掲示して

おります。１９９５年の阪神大震災以降に多くの自治

体が制度を作っております。国では東日本大震災の被

災地の活用事例を踏まえ、各地の地域防災計画に反映

するよう呼びかけているとのことです。

自治会はじめ関係機関と連携を密にし、眠っている

井戸を活用する取組みが求められているのではないで

しょうか。いざという時の備えとして、「災害時協力

井戸」登録制度を導入し、井戸水の水質検査などの助

成を行うべきと考えますが、お伺いします。

③学校防災整備について 市 長

緊急時の避難所に指定されている全国の公立小中高 教 育 長

など約３万２千校を文部科学省が調査した結果、都道

府県によって防災施設の整備状況に大きな差があり、

財政が比較的豊かで、首都直下地震や南海トラフ地震

で大きな被害が想定される自治体を中心に施設整備が

進んでいるとのことです。
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順位 質問者（方式） 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

７番 一方、西日本や日本海側では整備率の低い県が多い

平 間 知 一 とのことです。文科省は国の財政支援制度を活用して

（一括質問一括 整備を加速するよう呼びかけています。

答弁） そこで当市の学校施設内の井戸の活用ですが、災害

時の中心的な避難所となる小中学校の井戸を見ますと、

ほとんど利用されていないのではないでしょうか。

そこで、

ア 井戸の実態について。

イ 手押しポンプの整備及び配備されている自家発

電機の活用について。

ウ プールの浄水装置について、お伺いします。

また、学校によって備蓄倉庫が設置してある学校と

ない学校があると思います。倉庫のない学校では教室

の空きスペースや体育館の中に備蓄物資を管理してい

ます。備蓄倉庫の整備状況と備蓄物資の発注・管理体

制について、お伺いします。

２ ２番 １．職員の人事異動について 市 長

伊 藤 勝 美 毎年４月に、その年によっては１０月にも人事異動

（一問一答） が発令されています。職種によっては、ある程度長期

間の在職を求められる職種もありますが、逆に長期に

在職させるべきでない職種もあります。また、その課

なり係に、経験年数の長い職員がいることによって能

率が上がったり、経験年数の浅い職員ばかりで構成さ

れていることになったりして、能率の低下する事も考

えられのではないでしょうか。

そこで、以下について質問をします

①市長はどのような基準を持って人事異動にあたって

おられるのか、例えば、この職種は３年、あの職種は

４年で異動させるといったような人事異動の基準があ

るのかどうか、基本的なことを伺います。

②職員を一定の部署には長く置かないといった基本的

な考え方はあると思いますが、庁内には数年以上も同

一部署にあって異動しない職員もおりますし、逆に一

年、二年と頻繁に異動している職員も見受けられます。

極端な長期在職者、短期在職ついてはどのような考え

方に基づいて対処しておられるのか伺います。

③職員の昇任、昇給については、基本的にどのような

考えでおこなっているのか、特に昇任について、何を

基準としているのか。職員の人事評価に関する規定が

ありますが、どのような基準で職員の昇任を行ってい

るのか伺います。

④職員の昇任にあたっては、管理職試験を実施してい

る自治体があります。試験には良い点、悪い点がある

と思いますが、試験制度についてはどのような考えを

お持ちか伺います。

２．河川・水路の清掃、維持管理について 市 長

白石は、清らかで豊かな水をはじめとした自然環境

に恵まれたまちです。人・暮らし・環境が活きる交流

拠点都市づくりを目標とした第五次白石市総合計画に
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順位 質問者（方式） 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

２番 は、安全で快適に暮らせるまちづくりにするため、自

伊 藤 勝 美 然環境保全に関する意識啓発と保全活動を支援し、水

（一問一答） 源環境の保全と白石川流域の一体的な環境保全対策を

推進するとうたわれています。

また現在、平成２１年３月に策定された「白石市環

境基本計画」に基づき、「水の音と緑の回廊のまちし

ろいし」の実現に向けて取り組んでいるところです。

本市では、市民と行政のパートナーシップにより快

適な生活環境を保全していくため、春と秋の年２回、

全地域で一斉に住居周辺の道路等の清掃を実施し、清

潔で美しいまちづくりを推進する「市内一斉クリーン

作戦」などを行なっています。

また、白石市環境美化活動支援において清掃活動を

行う団体や、ホタルの飛ぶ環境と憩いの場の創造を図

るとする団体への支援などを行うなど、河川の美化、

環境保全のための様々な具体的活動及び意識啓発活動

を実施されております。

本市は、白石川を初めとした数多くの河川と水路に

恵まれて、貴重な水資源として身近に接してはいるも

のの、水質、景観、周辺の環境整備等、様々な面でま

だまだ満足できる状態とは言えないのではないでしょ

うか。

特に、市内には何本かの小河川がありますが、複数

の小河川においては、雑草が繁茂して見苦しくなって

いるばかりでなく、空瓶、空き缶、自転車などの投げ

捨てもあり、土手や川岸には発泡スチロール、ビニー

ル袋、空き缶やペットボトルなどが引っかかっていた

り、その他のあらゆるごみが投棄されていたりして、

見た目にも不快感があります。小川がさらさら流れる

どころではなく、ごみの捨場となっている感じがする

河川も見受けられ、小河川の環境はまだまだといわざ

るを得ません。

そこで、以下について質問をします。

①本市にある河川・水路について、本市が管理する河

川・水路と宮城県が管理する河川・水路の割合はどの

ような割合でしょうか。

②本市が管理する河川・水路の清掃、維持管理は計画

的に行われているのでしょうか。具体的にはどのよう

な作業を行っているでしょうか。

③本市が管理する河川・水路の清掃、維持管理に関し

て市民及び自治会等から具体的な要望等はあるのでし

ょうか。それに対し、どのように対応されたでしょう

か。過去５年間についてお示しください。

④宮城県が管理する河川・水路の清掃、維持管理に関

してその計画実施について、本市から具体的な要望、

意見具申等は行っているでしょうか。

⑤宮城県が管理する河川・水路の清掃、維持管理に関

して市民及び自治会等から具体的な要望はあるのでし

ょうか。それに対しどのように対応されたでしょうか。

過去５年間についてお示しください。
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順位 質問者（方式） 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

２番 ３．ゴミ袋の支給事業について 市 長

伊 藤 勝 美 白石市においても少子高齢化や核家族化は進行して

（一問一答） おり、子供の出生数の減少により子供の人口は年々減

少しております。このような社会情勢の変化に伴い、

子供や家庭に対しての支援が必要なことから、白石市

では、「白石市次世代育成支援行動計画」を策定し、

子育て支援センターを拠点として家庭での子育てに関

する相談、支援、情報提供を行ったり、親子や子供同

士が一緒に遊びながら交流を深めたりする場の提供や

子育てサークルの育成などさまざまな取り組みを行っ

て子育て支援を推進しています。また、次代を担う子

供とすべての子育て家庭の支援、並びに親と子が健や

かに暮らせるまちづくりを推進する指針となっていま

す。そこで、以下について質問をします。

①「乳幼児紙おむつ用ごみ袋支給事業」について

乳幼児がいる子育て世帯では、紙オムツを使用する

ことが多いと思います。次代を担う子供達が元気で生

き生きと成長し、子育てに喜びと楽しみを持ちながら、

安心して子供を産み育てられる環境づくりの一環とし

て、以前実施されていた「白石市誕生祝い金贈呈事業」

での市指定ゴミ袋１２０枚を記念品としてい

たことを復活されたらよいのではないかと思いますが、

その考え方について伺います。

②有料ごみ指定袋の減免制度導入について

指定ごみ袋の減免制度を導入している自治体の多く

は，生活保護世帯・児童扶養手当受給世帯，身体障害

者手帳取得者が属する世帯を対象に一定枚数を支給し

ています。子育て支援施策として乳幼児がいる世帯を

対象にしている自治体もありますが，自治体の方針に

より対象世帯は様々となっています。

家庭ごみの有料化は、だれもがごみの出す量に応じ

て負担することが原則ですが、高齢者世帯や乳幼児が

いる子育て世帯では、紙オムツを使用することが多い

と思われるので、介護支援や子育て支援などの観点か

ら、減免制度を設けたら良いのではないかと思います

が、その考え方について伺います。

４．指定廃棄物の最終処分場について

放射性物質に汚染された指定廃棄物の最終処分場の 市 長

建設について話し合う３回目の「首長会議」がさる５

月２９日に仙台市で開かれています。環境省が候補地

選定の手順案として、国・県有地の中から、①周辺の

植生②水源との距離③集落との距離④指定廃棄物の発

生量の４項目を評価して数カ所を抽出し、非公開の有

識者会議で決めたいとの説明に対して、各市町村の首

長らからは県内設置に反対する意見が相次いだとのこ

とです。しかし、村井県知事は被災各県に１ヶ所建設

するのが前提であり、「建設する方針は変えない」と

明言していると報じられています。

そこで、指定廃棄物の最終処分場の建設について、

どのような考えをお持ちなのか伺います。
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順位 質問者（方式） 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

３ ４番 １．市営住宅賃貸借契約に伴う連帯保証人について 市 長

管 野 恭 子 本市は市営住宅の借入につき、２名の連帯保証人を

（一問一答） 立てる事になっているが、昨今の社会状況から引き受

け困難な場合も多く、借入希望者の大きな負担になっ

ている。

そこで、次の２点を検討すべきと考えるが見解を伺

う。

(1) 連帯保証人は１名とする。

(2) 連帯保証人は保証会社でもよい。

２．期日前投票の宣誓書について 市 長

期日前投票人数が増加の傾向にある今日、その利便

性を高めようと、投票所入場整理券の裏面に｢期日前

投票宣誓書」を印刷し有権者に郵送する自治体が多く

なっている。事前に記入することで投票所での必要書

類に書き込む負担が少なく実施自治体では好評と聞い

ている。投票所受付での混雑緩和にも通ずるが、本市

も実施を検討すべきではないか。

３．救急医療情報キット配布事業について 市 長

①平成２３年１２月１６日からスタートした標記事業

の現状について伺う。

②対象者が限定されているが、対象者以外でも必要と

する声も聞くが、対象者の拡大を図っていくべきと考

えるが伺う。

４．レアメタル等の回収・リサイクルの取り組みにつ 市 長

いて

標記の件は、平成２４年１２月第４０２回定例会で

一般質問しているが、その際の「今後この情報収集を

図って対応してまいりたい」との市長答弁をいただい

ているが、その後の進展状況について伺う。

４ １３番 １．メガソーラーの積極的誘致について 市 長

山 田 裕 一 県内自治体でもメガソーラー誘致の動きが積極的に

（一問一答） あるが、当市においてもメガソーラーの候補地が多数

あると認識している。

宮城県のホームページにもメガソーラーの候補地と

して、当市（県の所有地）が紹介されていることから、

当市においてメガソーラー誘致に積極的な施策やオリ

ジナルな優遇制度などを検討してはいかがか。市長の

所見を伺う。

２．小中学校の教員用パソコンの貸与とネットワーク 市 長

の構築について 教 育 長

平成２３年３月、第３９１回白石市議会定例会一般

質問で、教員用パソコン購入についての質問をさせて

いただいているが、当市は、現在も教員用パソコンの

整備は一向に進んでいない。

仙南２市７町を調査しても当市以外の１市７町では、

すでに全小中学校職員室に導入済みである。つまり、

各自治体からのパソコン貸与があるため、ネットワ

ーク構築もなされているし、インターネット接続も容

易にできる。
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順位 質問者（方式） 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

１３番 先生方の職場環境の充実、つまりこれまで以上の仕

山 田 裕 一 事の効率化によって、子供と向き合う時間が増え、

（一問一答） 結果的に教育環境の充実に直結すると考える。よって、

教員用パソコン整備を早急に行うことが必要と考える

が教育長の所見を伺う。

３．子宮頸がんワクチン予防接種の副反応について 市 長

平成２５年度から定期接種になった子宮頸がんのワ

クチン２種について、平成２１年１２月のワクチン販

売時から本年３月末までに医療機関から１１９６件の

副反応報告があったことが本年５月１６日の厚生労働

省厚生科学審議会部会で報告された。このうち死亡や

障害が起きるなどの重い副反応は１０６件だった。子

宮頸がんの予防接種をめぐっては、ワクチン接種後に

重い健康被害に苦しむ中高生がいるとして「全国子宮

頸がんワクチン被害者連絡会」が設立され、接種中止

を求める嘆願書が厚生労働省に提出されている。これ

らのことから行政として、子宮頸がんワクチン予防接

種を受けさせる保護者に対して、副反応についての情

報開示が必要と考えるが、市長の所見を伺う。

５ ８番 １．行政情報のバックアップ体制ついて 市 長

佐久間 儀 郎 あの東日本大震災から、まる２年３ヵ月経過し、こ

（一括質問一括 れまで多くの反省が語られ、検証によって私たちは多

答弁） くの教訓を獲得してきました。自然相手に完全に災害

をなくすことは不可能なことでしょうが、経験的にか

つ科学的知見によって災害を予測し、未然の防災を工

夫し、被害を最小限にとどめることは出来ます。やは

り減災をしていくことが最善の対策でありましょう。

そのひとつ、東日本大震災のように災害等で役所、

役場が機能を失った場合、直後の災害対策だけではな

く、戸籍や住民登録等、行政の基本となる重要な情報

の復旧には非常に困難さを伴うことが明らかとなりま

した。つまり、この教訓をもって、津波被害に遭った

宮城県や岩手県の多くの沿岸部自治体だけではなく内

陸部の多くの自治体でも住民基本台帳や税務などの重

要な情報のバックアップ体制整備を積極的に構築して

います。いわゆる自治体クラウドの活用です。これは、

そして基礎自治体としての行政責任であると最近盛ん

に報道もされています。仙南圏域では、震災前から名

取市が、震災以降には、岩沼市そして隣接する角田市

や大河原町などが既に利用しております。

本市においても、万一、庁舎が被災しても業務継続

が可能になるようクラウドを活用して災害時の情報喪

失を避ける手立てが必要であります。自前の電算シス

テム以外に別系統で情報管理していくシステムを置く

べきでしょう。災害に備えて、複数の場所にバックア

ップを置くことが必要です。危険分散の考え方。

このことについては、同僚の山田裕一議員、また管

野恭子議員が既に当局に提言をしておりますので、執

行部局では充分に検討されていると推測しますが、
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順位 質問者（方式） 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

８番 現状をお知らせいただき、情報のバックアップ体制

佐久間 儀 郎 整備についてどのようなお考えをお持ちなのか、今後

（一括質問一括 の対応について市長にお尋ねをいたします。

答弁） ２．児童生徒の体位・体力について 教 育 長

文部科学省の平成２４年度末の「学校保健統計調査」

によると、小学校低学年を中心に肥満傾向の子供が増

えており、運動不足との関連が指摘されているようで

す。他方、文部科学省による全国学力調査の体力版

ともいえる、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」、

いわゆる全国体力テストは、本年３月末に第４回目の

結果が発表されましたが、５０メートル走など実技８

種目の平均値は、中学２年生が男女ともに過去最高と

なり、体力向上の傾向が見られたものの、小学校５年

生は、ほぼ横ばいだった、というものです。そして、

児童生徒へのアンケートでは、体育の授業を除く１週

間の総運動時間が６０分未満と答えた男子は小中で１

割前後でしたが、小学校５年女子では２４％、中学校

２年女子では３１％にのぼり、男子よりも女子に運動

習慣を欠く子供が多い傾向が見られたとしています。

以上の両調査を踏まえてお聞きしますが、

①まず、本市の児童生徒の体位・体格はいかがな状態

にあるのか、全国平均あるいは宮城県内平均に比較し

てどのような状態にあるのでしょうか。

②次に、全国体力テストは、抽出調査ではありますが、

国全体の平均のほか、都道府県別や地域の規模別に公

表し、市町村や学校にも提供されていると聞いていま

す。そこで、本市の児童・生徒の体力・運動能力の実

態をお知らせください。

③また、運動習慣の実態をどのように捉えているので

しょうか。

④そして調査結果から本市に解決すべき課題があるも

のかどうか、あるとすれば対策をどのように考えられ

ているのかをお示しください。

３．中学校の運動部活動について 教 育 長

成長期にある中学生の健康増進、体力の向上には学

校体育のほか、課外の運動部活動が有意義であるのは

論を待ちません。以下、教育長のご見解を伺います。

①まず、運動部活動の現状と課題についてどのように

認識されているのでしょうか。

②子供たちが質の高い指導を受けられるように外部指

導者の積極的な活用が必要ではないかと考えています

が、いかがでしょうか。

③少子化のなかで単一の中学校で部活動が充分にでき

ない種目については、市内の複数校が共同で部活動で

きる環境を検討すべきではないかと思いますがいかが

でしょうか。

④中体連は白石，刈田地区としておりますが、例えば

仙南２市７町の枠組みへ拡大し、より緊張感のある大

会にすべきではないでしょうか。
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順位 質問者（方式） 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

８番 ４．生涯スポーツの振興について 市 長

佐久間 儀 郎 風間市政は第５次白石市総合計画で「人・暮らし・ 教 育 長

（一括質問一括 環境が活きる交流拠点都市づくり」を戦略テーマとし

答弁） て、５つの目標を掲げています。目標の一つ「豊かな

感性と人間性を育み、伝統文化を継承するまち」のう

ち：生涯学習の推進については、生涯学習フェスティ

バルの開催やふるさとスポーツ祭などの各種スポーツ

大会を通じて、市民の生涯学習意識の醸成につとめる

とされ、「『白石市スポーツ振興計画』に基づき市民

が「だれでも、いつでも、どこでも、いつまでも」ス

ポーツに親しむことができるように、スポーツの普及

・振興を図ります」と目標を定めています。これと同

じ表現が教育委員会の方針の中の、社会教育の充実の

箇所にあります。「総合型地域スポーツクラブの創設

に向けた組織づくりと指導者の育成に努めるとともに、

各種イベント・教室等を開催し、「だれでも・いつで

も・どこでも・いつまでも」気軽に楽しめる各種スポ

ーツの普及に努める」と具体的に取り組みを掲げてい

ます。

私は、心身の発達、健康の維持・増進、そして地域

活性化には大きな役割を果たすスポーツ活動を積極的

に推進していくことが本市にとって重要であると考え

ています。

①生涯スポーツに対する思い、その振興策について市

長の所信を伺います。

②高原マラソンの実績からみても交流人口増、活性化

にスポーツの果たす役割は大です。スポーツをキーワ

ードにした交流拠点都市を形成していく方向付けもあ

ってよいのではないでしょうか。

③市内のスポーツ人口の実態をどう捉えているのでし

ょうか。拡大傾向、縮小しているのでしょうか。

④「白石市スポーツ振興計画」策定の作業現状をお知

らせください。

⑤体育協会を中心とするスポーツ団体、指導者の育成

はどのようになされているでしょうか。

⑥「総合型地域スポーツクラブ」の創設に向けた組織

作りと指導者の育成状況はどうなっているのでしょう

か。クラブ創設年度目標はどのようにたてられている

のでしょうか。

６ １０番 １．新たな道路施設の誘致について 市 長

四 竈 英 夫 ①高速道スマートＩＣの誘致について

（一括質問一括 東北自動車道に接続する簡易型インターチェンジ（

答弁） スマートインターチェンジ）の誘致について取り組む

お考えがないかお伺いいたします。

東北自動車道は本市にとって、物流・観光などの面

で重要かつ不可欠な交通の大動脈であります。

しかし、白石インターチェンジが深谷にあるため、

東京方面からの観光バスは本市を素通りして、仙台方

面に向かう傾向にあります。つまり、深谷で降りて白
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順位 質問者（方式） 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

１０番 石市内に逆戻りすることが煩わしいという心理が働く

四 竈 英 夫 ためと思われます。数多くの観光地を擁しながらそれ

（一括質問一括 を十分に活かしきれないとしたら残念なことでありま

答弁） す。よって、大平地区周辺にスマートＩＣを誘致し、

観光・産業経済の更なる活性化を図ることは大きなメ

リットであると思いますが、誘致に向け取り組むお考

えがないかお伺いいたします。

②深谷地区と郡山地区を結ぶ橋梁の建設誘致について

現在白石川に架かっている橋は、蔵王町宮の橋と白

石大橋のみで、この間に架かる橋はありません。本市

郡山地区には、かつて大型工場が操業をしており、重

要な工場地帯でありました。

しかし、これらの工場は相次いで撤退し、広大な工

場跡地が広がっている光景を見るにつけ、誠に残念に

思います。撤退の理由は分かりませんが、もしこれら

の工場地帯と対岸を結ぶ橋があれば、交通と物流等の

面で貢献できたのではないかと思われます。いずれに

しても、深谷のインターチェンジ・工業団地と本市を

直結する橋は、是非とも必要なものと思われます。

産業経済のみならず市民生活にも大きなメリットを

もたらすものと思います。簡単に実現するものではな

いと思いますが、将来の展望として掲げ、誘致の実現

に向け、取り組まれるお考えがないかお伺いいたしま

す。


